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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイダイナミックレンジビデオのビデオデータと前記ビデオデータの電光変換のための
特性情報を受信し、前記受信されたビデオデータを処理する回路を備え、
　前記ビデオデータは、ハイダイナミックレンジビデオ入力データに光電変換特性を適用
することによって得られたものであり、
　前記特性情報は、ハイダイナミックレンジカーブに対応した前記電光変換のタイプを示
し、
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、非ハイダイナミックレンジガンマカーブと互換
性を有する
　受信装置。
【請求項２】
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブと
部分的な互換性を有し、
　前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブは、スタンダードダイナミックレンジに対
応する
　請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　前記回路は、最大コンテンツ光レベル情報を受信する
　請求項１に記載の受信装置。
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【請求項４】
　前記回路は、前記受信されたビデオデータを前記特性情報に基づいて処理する
　請求項１または２に記載の受信装置。
【請求項５】
　ハイダイナミックレンジ画像の画像データと前記画像データの電光変換のための特性情
報を受信し、前記受信された画像データを処理する回路を備え、
　前記画像データは、ハイダイナミックレンジ画像入力データに光電変換特性を適用する
ことによって得られたものであり、
　前記特性情報は、ハイダイナミックレンジカーブに対応した前記電光変換のタイプを示
し、
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、非ハイダイナミックレンジガンマカーブの一部
を含む
　受信装置。
【請求項６】
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブと
互換性を有し、
　前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブは、スタンダードダイナミックレンジに対
応する
　請求項５に記載の受信装置。
【請求項７】
　前記回路は、最大コンテンツ光レベル情報を受信する
　請求項５に記載の受信装置。
【請求項８】
　前記回路は、前記受信された画像データを前記特性情報に基づいて処理する
　請求項５または６に記載の受信装置。
【請求項９】
　受信装置の回路により、ハイダイナミックレンジ画像の画像データと前記画像データの
電光変換のための特性情報を受信し、
　前記回路により、前記受信された画像データを処理し、
　前記特性情報は、ハイダイナミックレンジカーブに対応した前記電光変換のタイプを示
し、
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、非ハイダイナミックレンジガンマカーブの一部
を含む
　受信方法。
【請求項１０】
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブと
互換性を有し、
　前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブは、スタンダードダイナミックレンジに対
応する
　請求項９に記載の受信方法。
【請求項１１】
　最大コンテンツ光レベル情報を受信する
　請求項９に記載の受信方法。
【請求項１２】
　前記受信された画像データを前記特性情報に基づいて処理する
　請求項９または１０に記載の受信方法。
【請求項１３】
　高速差動信号インタフェースであり、送信装置からハイダイナミックレンジ画像の画像
データと前記画像データの電光変換のための特性情報を受信するマルチメディアインタフ
ェース端子と、



(3) JP 6852827 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

　電光変換回路と、
　ディスプレイを備え、
　前記特性情報は、ハイダイナミックレンジカーブに対応した前記電光変換のタイプを示
し、
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、非ハイダイナミックレンジガンマカーブの一部
を含む
　表示装置。
【請求項１４】
　前記ハイダイナミックレンジカーブは、前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブと
互換性を有し、
　前記非ハイダイナミックレンジガンマカーブは、スタンダードダイナミックレンジに対
応する
　請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記マルチメディアインタフェース端子は、最大コンテンツ光レベル情報を受信する
　請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記電光変換回路は、前記受信された画像データを前記特性情報に基づいて処理する
　請求項１３または１４に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、受信装置、受信方法および表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、モニタの特性の逆の特性を持つデータを入力することで、モニタのガンマ特性を
補正するガンマ補正が知られている。例えば、非特許文献１には、０～１００％＊Ｎ（Ｎ
は１より大きい）のレベルを持つＨＤＲ（High Dynamic Range）ビデオデータに光電変換
を適用して得られた伝送ビデオデータを符号化することで生成されたビデオストリームを
送信することなどが記載されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】High Efficiency Video Coding (HEVC) text specification draft 10 
(for FDIS & Last Call)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の光電変換特性と互換性を持つ範囲を広くとると、ＨＤＲの効果を発揮する範囲が
狭くなる。一方、ＨＤＲビデオデータに適用する光電変換特性において、ＨＤＲの効果を
発揮する範囲を広くすると、従来の光電変換特性と互換性を持つ範囲が狭くなる。このよ
うに、単一の光電変換特性では、従来との互換性と、ＨＤＲならではの豊かな表現性能と
を同時に満足することは難しい関係にある。一方で、一般に、ＨＤＲ画像の階調に対する
要求は画像毎に異なる。
【０００５】
　本技術の目的は、ＨＤＲビデオデータに対して画像内容に応じた適切な光電変換を行っ
て伝送することを可能とすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本技術の概念は、
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　０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオデータに
光電変換を施して伝送ビデオデータを得る処理部と、
　上記伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを含むコンテナを送信
する送信部と、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報を挿入する情報挿入部を備える
　送信装置にある。
【０００７】
　本技術において、処理部により、０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベ
ル範囲を持つ入力ビデオデータに光電変換が施されて伝送ビデオデータが得られる。送信
部により、この伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを含むコンテ
ナが送信される。例えば、コンテナは、デジタル放送規格で採用されているトランスポー
トストリーム（ＭＰＥＧ－２　ＴＳ）であってもよい。また、例えば、コンテナは、イン
ターネットの配信などで用いられるＭＰ４、あるいはそれ以外のフォーマットのコンテナ
であってもよい。
【０００８】
　情報挿入部により、ビデオストリームのレイヤおよび/またはコンテナのレイヤに、伝
送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入される。例えば、所定単位は、
シーン単位あるいは番組単位である、ようにされてもよい。また、例えば、電光変換特性
情報は、電光変換特性のタイプを指定するためのタイプ情報である、ようにされてもよい
。また、例えば、電光変換特性情報は、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータで
ある、ようにされてもよい。
【０００９】
　このように本技術においては、ビデオストリームのレイヤおよび/またはコンテナのレ
イヤに、伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入されるものである。
そのため、ＨＤＲビデオデータに対して、所定単位毎に、画像内容に応じた適切な光電変
換特性を選択的に適用して光電変換を行って送信することが可能となる。
【００１０】
　また、本技術の他の概念は、
　伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを含む所定フォーマットの
コンテナを受信する受信部を備え、
　上記伝送ビデオデータは、０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲
を持つ入力ビデオデータに光電変換を施して得られたものであり、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入されており、
　上記受信部で受信されたコンテナに含まれるビデオストリームを処理する処理部をさら
に備える
　受信装置にある。
【００１１】
　本技術において、受信部により、伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオスト
リームを含む所定フォーマットのコンテナが受信される。伝送ビデオデータは、０％から
１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオデータに光電変換を
施して得られたものである。また、ビデオストリームのレイヤおよび/またはコンテナの
レイヤに、伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入されている。処理
部により、受信部で受信されたコンテナに含まれるビデオストリームが処理される。
【００１２】
　例えば、処理部は、ビデオストリームを復号化して伝送ビデオデータを得る復号化部と
、この復号化部で得られた伝送ビデオデータに、この伝送ビデオデータの所定単位毎の電
光変換特性の情報に基づいて電光変換を施して、出力ビデオデータを得る電光変換部を有
する、ようにされてもよい。これにより、送信側で光電変換される前のＨＤＲビデオデー
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タを再現でき、ＨＤＲ画像の良好な表示が可能となる。
【００１３】
　この場合、例えば、電光変換特性情報は、電光変換特性のタイプを指定するためのタイ
プ情報であり、電光変換部は、タイプ情報で指定されたタイプの電光変換特性の曲線に基
づいて伝送ビデオデータに対して電光変換を施す、ようにされてもよい。また、この場合
、例えば、電光変換特性情報は、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータであり、
電光変換部は、パラメータで求められた電光変換特性の曲線に基づいて、伝送ビデオデー
タに対して電光変換を施す、ようにされてもよい。
【００１４】
　そして、この場合、例えば、電光変換部で使用される電光変換特性の曲線は、パラメー
タと共に、表示可能な最大レベル情報に基づいて求められ、出力ビデオデータの最大レベ
ルは表示可能な最大レベル情報に制限される、ようにされてもよい。これにより、表示部
（ディスプレイ）において白潰れなどを発生させることなくＨＤＲ画像を良好に表示可能
となる。
【００１５】
　また、処理部は、コンテナに含まれるビデオストリームを復号化して伝送ビデオデータ
を得る復号化部と、復号化部で得られた伝送ビデオデータと、この伝送ビデオデータの所
定単位毎の電光変換特性情報を、対応付けて、外部機器に送信する送信部を有する、よう
にされてもよい。これにより、外部機器では、伝送ビデオデータに、所定単位毎の電光変
換特性の情報に基づいて電光変換を施して、送信側で電光変換される前のＨＤＲビデオデ
ータを再現でき、ＨＤＲ画像の良好な表示が可能となる。
【００１６】
　この場合、例えば、送信部は、伝送ビデオデータを、所定数のチャネルで、差動信号に
より、外部機器に送信し、電光変換特性の情報を伝送ビデオデータのブランキング期間に
挿入することで、この電光変換特性の情報を外部機器に送信する、ようにされてもよい。
【００１７】
　また、本技術の他の概念は、
　伝送ビデオデータと、該伝送ビデオデータに対応付けられている、該伝送ビデオデータ
の所定単位毎の電光変換特性の情報を、外部機器から受信する受信部と、
　上記受信部で受信された上記伝送ビデオデータに、上記所定単位毎の上記電光変換特性
の情報に基づいて電光変換を施して、出力ビデオデータを得る電光変換部を備える
　表示装置にある。
【００１８】
　本技術において、受信部により、伝送ビデオデータと、この伝送ビデオデータに対応付
けられている、この伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が、外部機器か
ら受信される。電光変換部により、受信部で受信された伝送ビデオデータに、所定単位毎
の電光変換特性の情報に基づいて電光変換が施されて、出力ビデオデータが得られる。こ
れにより、電光変換される前のＨＤＲビデオデータを再現でき、ＨＤＲ画像の良好な表示
が可能となる。
【００１９】
　この場合、例えば、電光変換特性情報は、電光変換特性のタイプを指定するためのタイ
プ情報であり、電光変換部は、タイプ情報で指定されたタイプの電光変換特性の曲線に基
づいて伝送ビデオデータに対して電光変換を施す、ようにされてもよい。また、この場合
、例えば、電光変換特性の情報は、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータであり
、電光変換部は、パラメータで求められた電光変換特性の曲線に基づいて、伝送ビデオデ
ータに対して電光変換を施す、ようにされてもよい。
【００２０】
　そして、この場合、例えば、電光変換部で使用される電光変換特性の曲線は、パラメー
タと共に、表示可能な最大レベル情報に基づいて求められ、出力ビデオデータの最大レベ
ルは表示可能な最大レベル情報に制限される、ようにされてもよい。これにより、表示部
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（ディスプレイ）において白潰れなどを発生させることなくＨＤＲ画像を良好に表示可能
となる。
【００２１】
　また、本技術の他の概念は、
　０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオデータに
光電変換を施して得られた伝送ビデオデータの符号化データからなるビデオストリームを
含むコンテナを送信する第１の送信部と、
　上記ビデオストリームを受信側で取得するための情報を持つメタファイルを送信する第
２の送信部を備え、
　上記ビデオストリームおよび/または上記メタファイルに、上記伝送ビデオデータの所
定単位毎の電光変換特性の情報が挿入される
　送信装置にある。
【００２２】
　本技術において、第１の送信部により、０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）
のレベル範囲を持つ入力ビデオデータに光電変換を施して得られた伝送ビデオデータの符
号化データからなるビデオストリームを含むコンテナが送信される。また、第２の送信部
により、ビデオストリームを受信側で取得するための情報を持つメタファイルが送信され
る。そして、ビデオストリームおよび/またはメタファイルに、伝送ビデオデータの所定
単位毎の電光変換特性の情報が挿入される。
【００２３】
　このように本技術においては、ビデオストリームおよび/またはメタファイルに、伝送
ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入されるものである。そのため、Ｈ
ＤＲビデオデータに対して、所定単位毎に、画像内容に応じた適切な光電変換特性を選択
的に適用して光電変換を行って送信することが可能となる。
【００２４】
　また、本技術の他の概念は、
　０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオデータに
光電変換を施して得られた伝送ビデオデータの符号化データからなるビデオストリームを
含むコンテナを送信する送信部を備え、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入される
　送信装置にある。
【発明の効果】
【００２５】
　本技術によれば、ＨＤＲビデオデータに対して画像内容に応じた適切な光電変換を行っ
て伝送することが可能となる。なお、本明細書に記載された効果はあくまで例示であって
限定されるものではなく、また付加的な効果があってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】送受信システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】送信装置の構成例を示すブロック図である。
【図３】光電変換特性の一例を示す図である。
【図４】符号化方式がＨＥＶＣである場合におけるＧＯＰの先頭のアクセスユニットを示
す図である。
【図５】ＨＤＲ ＥＯＴＦ インフォメーション・ＳＥＩメッセージの構造例を示す図であ
る。
【図６】「HDR_EOTF information_data ()」の構造例を示す図である。
【図７】「HDR_EOTF information_data ()」の構造例における主要な内容を示す図である
。
【図８】ＨＤＲデスクリプタの構造例を示す図である。
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【図９】トランスポートストリームの構成例を示す図である。
【図１０】セットトップボックスの構成例を示すブロック図である。
【図１１】ＨＤＭＩ Vendor Specific InfoFrame のパケット構造例を示す図である。
【図１２】ＨＤＭＩ Vendor Specific InfoFrame のパケット構造例を示す図である。
【図１３】表示装置の構成例を示す図である。
【図１４】電光変換特性の一例を示す図である。
【図１５】電光変換特性の一例を示す図である。
【図１６】送受信システムの他の構成例を示すブロック図である。
【図１７】受信装置の構成例を示すブロック図である。
【図１８】ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨベースの送受信システムの構成例を示すブロック図である
。
【図１９】新規定義するスキーマを説明するための図である。
【図２０】電光変換特性情報を含むＭＰＤファイルの記述例を示す図である。
【図２１】FragmentedMP4ストリームの構成例を示す図である。
【図２２】ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨベースの送受信システムの他の構成例を示すブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明を以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００２８】
　＜１．実施の形態＞
　［送受信システムの構成］
　図１は、実施の形態としての送受信システム１０の構成例を示している。この送受信シ
ステム１０は、送信装置１００と、セットトップボックス（ＳＴＢ）２００と、表示装置
（モニタ）３００を有している。セットトップボックス２００および表示装置３００は、
ＨＤＭＩ(High Definition Multimedia Interface)ケーブル４００を介して接続されてい
る。
【００２９】
　送信装置１００は、コンテナとしてのＭＰＥＧ２のトランスポートストリームＴＳを生
成し、このトランスポートストリームＴＳを放送波あるいはネットのパケットに載せて送
信する。このトランスポートストリームＴＳは、伝送ビデオデータが符号化されて得られ
たビデオストリームを有するものである。
【００３０】
　この伝送ビデオデータは、入力ビデオデータであるＨＤＲビデオデータに、所定単位毎
に、画像内容に応じた適切な光電変換特性を選択的に適用して光電変換を行うことで得ら
れたものである。この場合、例えば、入力ビデオデータが０％からＮ％（Ｎ＞１００）の
レベル範囲を持つのに対して、伝送ビデオデータは０％から１００％のレベル範囲を持つ
ものとされる。ここで、「％」の値は、例えば、１００cd/m2 を１００％とした相対値を
示す。また、所定単位は、シーン単位あるいは番組単位などである。
【００３１】
　送信装置１００は、ビデオストリームのレイヤおよび/またはトランスポートストリー
ム（コンテナ）のレイヤに、伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報を挿入
する。また、電光変換特性は、一般的には、光電変換特性の逆特性であるが、必ずしも完
全に逆特性でなくてもよい。ここで、電光変換特性の情報は、例えば、電光変換特性のタ
イプを指定するためのタイプ情報であるか、あるいは、電光変換特性の曲線を求めるため
のパラメータなどである。
【００３２】
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　セットトップボックス２００は、送信装置１００から放送波あるいはネットのパケット
に載せて送られてくるトランスポートストリームＴＳを受信する。このトランスポートス
トリームＴＳは、伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを有してい
る。セットトップボックス２００は、ビデオストリームに対して復号化処理を行って、伝
送ビデオデータを取得する。
【００３３】
　また、セットトップボックス２００は、ビデオストリームのレイヤおよび/またはトラ
ンスポートストリーム（コンテナ）のレイヤに挿入されている伝送ビデオデータの所定単
位毎の電光変換特性の情報を取得する。セットトップボックス２００は、伝送ビデオデー
タと電光変換特性情報を、対応付けて、表示装置３００に送信する。
【００３４】
　この場合、セットトップボックス２００は、伝送ビデオデータと電光変換特性情報を、
表示装置３００にＨＤＭＩケーブル４００を通じて送る。つまり、セットトップボックス
２００は、伝送ビデオデータをＴＭＤＳチャネルで送信し、電光変換特性情報に関しては
、例えば、その伝送ビデオデータのブランキング期間に挿入することで送信する。
【００３５】
　表示装置３００は、セットトップボックス２００からＨＤＭＩケーブル４００を通じて
送られてくる、伝送ビデオデータと電光変換特性情報を、受信する。表示装置３００は、
伝送ビデオデータに、所定単位毎の電光変換特性の情報に基づいて電光変換を施して、出
力ビデオデータを得る。そして、表示装置３００は、表示部（ディスプレイ）に、出力ビ
デオデータによるＨＤＲ画像を表示する。
【００３６】
　この場合、表示装置３００は、電光変換特性情報がタイプ情報であるときは、伝送ビデ
オデータに対して、そのタイプ情報で指定されたタイプの電光変換特性の曲線に基づいて
電光変換を行う。また、この場合、表示装置３００は、電光変換特性情報が電光変換特性
の曲線を求めるためのパラメータであるときは、伝送ビデオデータに対して、そのパラメ
ータで求められた電光変換特性の曲線に基づいて電光変換を行う。この場合、例えば、パ
ラメータと共に表示可能な最大レベル情報に基づいて求めることで、出力ビデオデータの
最大レベルを表示可能な最大レベル情報に制限することも可能である。
【００３７】
　「送信装置の構成」
　図２は、送信装置１００の構成例を示している。この送信装置１００は、制御部１０１
と、カメラ１０２と、光電変換部１０３と、ビデオエンコーダ１０４と、システムエンコ
ーダ１０５と、送信部１０６を有している。制御部１０１は、ＣＰＵ（Central Processi
ng Unit）を備えて構成され、図示しないストレージに格納されている制御プログラムに
基づいて、送信装置１００の各部の動作を制御する。
【００３８】
　カメラ１０２は、被写体を撮像して、ＨＤＲ（High Dynamic Range）画像のビデオデー
タ（ＨＤＲビデオデータ）を出力する。このビデオデータは、０～１００％＊Ｎ、例えば
０～４００％あるいは０～８００％などのレベル範囲を持つ。ここで、１００％のレベル
は、白の輝度値１００cd/m2に相当するものである。
【００３９】
　光電変換部１０３は、カメラ１０２から得られるＨＤＲビデオデータに対して、所定単
位毎に、例えばシーン毎、あるいは番組毎に、画像内容に応じた電光変換特性を選択的に
適用して、光電変換を行って、伝送ビデオデータを生成する。ここで適用すべき光電変換
特性の選択は、画像内容の解析によって自動的に、あるいはユーザ操作により手動で行わ
れる。この場合、例えば、光電変換部１０３の入力ビデオデータが１２ビット以上で示さ
れる場合、光電変換後の伝送ビデオデータは１０ビット以下で示されるようになる。
【００４０】
　図３は、光電変換特性の一例を示している。「HDR:Type 1」の曲線は、０～Ｓ１までは
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レガシーのガンマ特性と互換性を持つ。「HDR:Type 2」の曲線は、０～Ｓ２まではレガシ
ーのガンマ特性と互換性を持つ。さらに、「HDR:Type 3」の曲線は、０～Ｓ３まではレガ
シーのガンマ特性と互換性を持つ。なお、光電変換部１０３で選択し得る光電変換特性は
これらの３つに限定されるものではない。
【００４１】
　図２に戻って、ビデオエンコーダ１０４は、光電変換部１０３で生成された伝送ビデオ
データに対して、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２ｖｉｄｅｏ、あるいはＨＥＶ
Ｃ（high Efficiency Video Coding）などの符号化を施して、符号化ビデオデータを得る
。また、このビデオエンコーダ１０４は、後段に備えるストリームフォーマッタ（図示せ
ず）により、この符号化ビデオデータを含むビデオストリーム（ビデオエレメンタリスト
リーム）を生成する。
【００４２】
　この際、ビデオエンコーダ１０４は、ビデオストリームのレイヤに、伝送ビデオデータ
の所定単位毎の電光変換特性の情報を挿入する。この電光変換特性情報は、一般的には、
上述の光電変換部１０３で適用された光電変換特性の逆特性を示すが、必ずしも完全に逆
特性でなくてもよい。この電光変換特性情報は、例えば、電光変換特性のタイプを指定す
るためのタイプ情報であるか、あるいは、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータ
である。ビデオエンコーダ１０４は、この電光変換特性情報を、例えば、予測画像を含め
た表示アクセス単位であるＧＯＰ（Group Of Picture）単位で挿入する。
【００４３】
　システムエンコーダ１０５は、ビデオエンコーダ１０４で生成されたビデオストリーム
を含むトランスポートストリームＴＳを生成する。そして、送信部１０６は、このトラン
スポートストリームＴＳを、放送波あるいはネットのパケットに載せて、セットアップボ
ックス２００に送信する。
【００４４】
　この際、システムエンコーダ１０５は、トランスポートストリーム（コンテナ）のレイ
ヤに、上述したビデオストリームのレイヤへの挿入と同様の、伝送ビデオデータの所定単
位毎の電光変換特性の情報を挿入する。この場合、システムエンコーダ１０５は、この電
光変換特性情報を、例えば、トランスポートストリームＴＳに含まれるプログラム・マッ
プ・テーブル（ＰＭＴ：Program Map Table）のビデオエレメンタリ・ループ（Video ES 
loop）の配下に挿入する。
【００４５】
　図２に示す送信装置１００の動作を簡単に説明する。カメラ１０２で撮像されて得られ
たＨＤＲ画像のビデオデータ（ＨＤＲビデオデータ）は、光電変換部１０３に供給される
。この光電変換部１０３では、このＨＤＲビデオデータに対して、所定単位毎に、例えば
シーン毎、あるいは番組毎に、画像内容に応じた電光変換特性が選択的に適用されて、光
電変換が行われ、伝送ビデオデータが生成される。
【００４６】
　このように光電変換部１０３で生成された伝送ビデオデータは、ビデオエンコーダ１０
４に供給される。このビデオエンコーダ１０４では、伝送ビデオデータに対して、例えば
、ＨＥＶＣなどの符号化が施され、符号化ビデオデータを含むビデオストリーム（ビデオ
エレメンタリストリーム）が生成される。この際、ビデオエンコーダ１０４では、ビデオ
ストリームのレイヤに、伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入され
る。
【００４７】
　ビデオエンコーダ１０４で生成されたビデオストリームは、システムエンコーダ１０５
に供給される。このシステムエンコーダ１０５では、ビデオストリームを含むＭＰＥＧ２
のトランスポートストリームＴＳが生成される。この際、システムエンコーダ１０５では
、トランスポートストリーム（コンテナ）のレイヤに、上述したビデオストリームのレイ
ヤへの挿入と同様の、伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入される
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。このトランスポートストリームＴＳは、送信部１０６により、放送波あるいはネットの
パケットに載せて、セットトップボックス２００に送信される。
【００４８】
　［電光変換特性情報、ＴＳ構成］
　上述したように、ビデオストリームのレイヤに、電光変換特性情報が挿入される。例え
ば、符号化方式がＨＥＶＣである場合、この電光変換特性情報は、アクセスユニット（Ａ
Ｕ）の“ＳＥＩｓ”の部分に、ＨＤＲ ＥＯＴＦ インフォメーション・ＳＥＩメッセージ
（HDR_EOTF_information SEI message）として挿入される。
【００４９】
　図４は、符号化方式がＨＥＶＣである場合におけるＧＯＰ（Group Of Pictures）の先
頭のアクセスユニットを示している。ＨＥＶＣの符号化方式の場合、画素データが符号化
されているスライス（slices）の前にデコード用のＳＥＩメッセージ群「Prefix_SEIs」
が配置され、このスライス（slices）の後に表示用のＳＥＩメッセージ群「Suffix_SEIs
」が配置される。ＨＤＲ ＥＯＴＦ インフォメーション・ＳＥＩメッセージは、ＳＥＩメ
ッセージ群「Suffix_SEIs」として配置される。
【００５０】
　図５（ａ）は、「HDR_EOTF_information SEI message」の構造例(Syntax)を示している
。「uuid_iso_iec_11578」は、“ISO/IEC 11578:1996 AnnexA.”で示されるUUID値をもつ
。「user_data_payload_byte」のフィールドに、「HDR_EOTF information()」が挿入され
る。図５（ｂ）は、「HDR_EOTF information()」の構造例(Syntax)を示しており、この中
に、電光変換特性情報としての「HDR_EOTF_information_data()」が挿入される。「userd
ata_id」は、符号なし１６ビットで示される電光変換特性情報の識別子である。「HDR_EO
TF_information_length」の８ビットフィールドは、このフィールド以後の「HDR_EOTF_in
formation_data()」のバイトサイズを示す。
【００５１】
　図６は、電光変換特性情報「HDR_EOTF information_data ()」の構造例（Syntax）を示
している。図７は、図６に示す構造例における各情報の内容（Semantics）を示している
。「uncompressed_peak_level」の１６ビットフィールドは、ソース画像データ（ＨＤＲ
ビデオデータ）の最大レベルのパーセント値（１００cd/m2 を１００％とした場合の相対
値）を示す。「eotf_flag」は、１ビットのフラグ情報であり、電光変換特性情報がタイ
プ情報か否かを示す。“１”は、電光変換特性のタイプを指定するためのタイプ情報であ
ることを示す。“０”は、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータであることを示
す。
【００５２】
　「eotf_flag = 1」であるとき、「eotf_type」の８ビットフィールドが存在する。この
フィールドは、電光変換特性のタイプを示す。一方、「eotf_flag = 0」であるとき、以
下の情報が存在する。「compressed_peak_level」の１６ビットフィールドは、符号化画
像データ（伝送ビデオデータ）の最大レベルのパーセント値（１００cd/m2に対する相対
値）を示す。「number_of_mapping_periods」の８ビットフィールドは、連鎖するレベル
マッピング・カーブの数を示す。
【００５３】
　「compressed_mapping_level」の１６ビットフィールドは、レベル圧縮軸でのレベルマ
ッピング・カーブの変化箇所を、「compressed_peak_level」を１００％としたパーセン
ト値で示す。「uncompressed_mapping_level」の１６ビットフィールドは、レベル非圧縮
軸でのレベルマッピング・カーブの変化箇所を、「uncompressed_peak_level」を１００
％としたパーセント値で示す。
【００５４】
　また、上述したように、トランスポートストリームのレイヤに、電光変換特性情報が挿
入される。この実施の形態においては、例えば、ＰＭＴ（Program Map Table）の配下に
、電光変換特性情報を含む記述子であるＨＤＲデスクリプタ（HDR descriptor）が挿入さ
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れる。
【００５５】
　図８は、このＨＤＲデスクリプタの構造例（Syntax）を示している。詳細説明は省略す
るが、このＨＤＲデスクリプタには、上述したＨＤＲ ＥＯＴＦ インフォメーション・Ｓ
ＥＩメッセージにおける電光変換特性情報「HDR_EOTF information_data()」と同様の情
報が含まれている。なお、「HDR descriptor_tag」の８ビットフィールドは、デスクリプ
タタイプを示し、ここでは、ＨＤＲデスクリプタであることを示す。「HDR descriptor_l
ength」の８ビットフィールドは、デスクリプタの長さ（サイズ）を示し、デスクリプタ
の長さとして以降のバイト数を示す。
【００５６】
　図９は、トランスポートストリームＴＳの構成例を示している。トランスポートストリ
ームＴＳには、ビデオエレメンタリストリームのＰＥＳパケット「PID1:video PES1」が
含まれている。このビデオエレメンタリストリームに、上述のＨＤＲ ＥＯＴＦ インフォ
メーション・ＳＥＩメッセージ（HDR_EOTF_information SEI message）が挿入されている
。
【００５７】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
として、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。ＰＳＩは、トランスポートスト
リームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているかを記した情
報である。また、トランスポートストリームＴＳには、イベント（番組）単位の管理を行
うＳＩ（Serviced Information）としてのＥＩＴ(Event Information Table)が含まれて
いる。
【００５８】
　ＰＭＴには、各エレメンタリストリームに関連した情報を持つエレメンタリ・ループが
存在する。この構成例では、ビデオエレメンタリ・ループ（Video ES loop）が存在する
。このビデオエレメンタリ・ループには、上述のビデオエレメンタリストリームに対応し
て、ストリームタイプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデ
オエレメンタリストリームに関連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このＰ
ＭＴのビデオエレメンタリ・ループ（Video ES loop）の配下に、上述のＨＤＲデスクリ
プタ（HDR descriptor）が配置される。
【００５９】
　「セットアップボックスの構成」
　図１０は、セットトップボックス２００の構成例を示している。このセットトップボッ
クス２００は、制御部２０１と、受信部２０２と、システムデコーダ２０３と、ビデオデ
コーダ２０４と、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）送信部２０５と、
ＨＤＭＩ端子２０６を有している。なお、「ＨＤＭＩ」は、登録商標である。
【００６０】
　制御部２０１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を備えて構成され、図示しない
ストレージに格納されている制御プログラムに基づいて、セットトップボックス２００の
各部の動作を制御する。
【００６１】
　受信部２０２は、送信装置１００から放送波あるいはネットのパケットに載せて送られ
てくるトランスポートストリームＴＳを受信する。システムデコーダ２０３は、このトラ
ンスポートストリームＴＳからビデオストリーム（エレメンタリストリーム）を抽出する
。また、システムデコーダ２０３は、上述したようにトランスポートストリームＴＳのレ
イヤに挿入されている種々の情報を抽出し、制御部２０１に送る。この情報には、上述し
た電光変換特性情報を持つＨＤＲデスクリプタも含まれる。
【００６２】
　ビデオデコーダ２０４は、システムデコーダ２０３で抽出されるビデオストリームに対
してデコード処理を行って、伝送ビデオデータ（ベースバンドのビデオデータ）を取得す
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る。また、ビデオデコーダ２０４は、ビデオストリームに挿入されているＳＥＩメッセー
ジを抽出し、制御部２０１に送る。このＳＥＩメッセージには、上述した電光変換特性情
報を持つＨＤＲ ＥＯＴＦ インフォメーション・ＳＥＩメッセージも含まれる。
【００６３】
　ＨＤＭＩ送信部２０５は、ＨＤＭＩに準拠した通信により、ビデオデコーダ２０４で取
得された伝送ビデオデータを、ＨＤＭＩ端子２０６を介して、ＨＤＭＩのシンク機器、こ
の実施の形態では表示装置３００に送信する。また、このＨＤＭＩ送信部２０５は、制御
部２０１から、伝送ビデオデータの所定単位（例えば、シーン単位、番組単位など）毎の
電光変換特性情報が与えられ、この電光変換特性情報を伝送ビデオデータと対応付けて表
示装置３００に送る。
【００６４】
　この場合、例えば、電光変換特性情報は、伝送ビデオデータのブランキング期間に挿入
されることで、伝送ビデオデータとの対応付けがされて送信される。なお、電光変換特性
情報の送信方法に関しては、このようにブランキング期間に挿入して送ることに限定され
るものではない。例えば、ＣＥＣライン、あるはＨＥＣ（HDMIイーサネットチャンネル）
を利用して送信することも考えられる。
【００６５】
　電光変換特性情報を、伝送ビデオデータのブランキング期間に挿入して送る場合、画像
データのブランキング期間に配置される情報パケット、例えば、ＨＤＭＩ・ベンダー・ス
ペシフィック・インフォフレーム（VS_Info：HDMI Vendor Specific InfoFrame）を利用
する方法が考えられる。
【００６６】
　図１１は、ＨＤＭＩ Vendor Specific InfoFrame のパケット構造例を示している。こ
のＨＤＭＩ Vendor Specific InfoFrameについては、CEA-861-Dに定義されているので、
詳細説明は省略する。この図１１のパケット構造例は、電光変換特性情報が電光変換特性
のタイプを指定するタイプ情報である場合を示している。
【００６７】
　第５バイト（ＰＢ５）の第０ビットに、電光変換特性情報の挿入があるか否かを示すフ
ラグ情報「Hdr_INFOFLAG」が配置されている。電光変換特性情報の挿入がある場合、「Hd
r_INFOFLAG = 1」とされる。また、第７バイト（ＰＢ７）の第３ビットに、電光変換特性
情報がタイプ情報であるか否かを示すフラグ情報「Eotf_flag」が配置されている。図１
１の例の場合、「Eotf_flag = 1」とされ、電光変換特性情報はタイプ情報であることが
示されている。
【００６８】
　このように電光変換特性情報がタイプ情報である場合、第８バイト（ＰＢ８）および第
９バイト（ＰＢ９）に、「uncompressed_peak_level」の１６ビット情報が配置される。
この場合、第８バイトに上位８ビットが配置され、第９バイトに下位８ビットが配置され
る。また、第１０バイト（ＰＢ１０）に、「eotf_type」の８ビット情報が配置される。
【００６９】
　図１２も、ＨＤＭＩ Vendor Specific InfoFrame のパケット構造例を示している。こ
の図１２のパケット構造例は、電光変換特性情報が電光変換特性の曲線を求めるためのパ
ラメータである場合を示している。この例の場合、「Eotf_flag = 0」とされ、電光変換
特性情報はパラメータであることが示されている。
【００７０】
　このように電光変換特性情報がパラメータである場合、第８バイト（ＰＢ８）および第
９バイト（ＰＢ９）に、「uncompressed_peak_level」の１６ビット情報が配置される。
この場合、第８バイトに上位８ビットが配置され、第９バイトに下位８ビットが配置され
る。また、第１０バイト（ＰＢ１０）および第１１バイト（ＰＢ１１）に、「compressed
_peak_level」の１６ビット情報が配置される。この場合、第１０バイトに上位８ビット
が配置され、１１バイトに下位８ビットが配置される。
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【００７１】
　また、第１２バイト（ＰＢ１２）に、「number_of_mapping_periods」の８ビット情報
が配置される。また、第１３バイト（ＰＢ１３）および第１４バイト（ＰＢ１４）に、「
compressed_mapping_level」の１６ビット情報が配置される。この場合、第１３バイトに
上位８ビットが配置され、第１４バイトに下位８ビットが配置される。また、第１５バイ
ト（ＰＢ１５）および第１６バイト（ＰＢ１６）に、「uncompressed_mapping_level」の
１６ビット情報が配置される。この場合、第１５バイトに上位８ビットが配置され、第１
６バイトに下位８ビットが配置される。以下、第１３バイトから第１６バイトと同様の情
報が、「number_of_mapping_periods」の分だけ繰り返し配置される。
【００７２】
　［表示装置の構成］
　図１３は、表示装置３００の構成例を示している。この表示装置３００は、制御部３０
１と、ＨＤＭＩ端子３０２と、ＨＤＭＩ受信部３０３と、電光変換部３０４と、表示部３
０５を有している。制御部３０１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を備えて構成
され、図示しないストレージに格納されている制御プログラムに基づいて、表示装置３０
０の各部の動作を制御する。
【００７３】
　ＨＤＭＩ受信部３０３は、ＨＤＭＩに準拠した通信により、ＨＤＭＩのソース機器、こ
の実施の形態ではセットトップボックス２００から、ＨＤＭＩ端子３０２を介して、伝送
ビデオデータと、この伝送ビデオデータの所定単位（例えば、シーン単位、番組単位など
）毎の電光変換特性情報を受信する。ＨＤＭＩ受信部３０３は、受信した電光変換特性情
報を、制御部３０１に送る。
【００７４】
　電光変換部３０４は、ＨＤＭＩ受信部３０３で受信される伝送ビデデータに、制御部３
０１から与えられる、所定単位毎の電光変換特性の情報に基づいて電光変換を施して、出
力ビデオデータを得る。表示部３０５は、この出力ビデオデータによるＨＤＲ画像を表示
する。この場合、例えば、電光変換部３０４の入力ビデオデータが１０ビット以下で示さ
れる場合、電光変換部３０４の出力ビデオデータは１２ビット以上で示されるようになる
。
【００７５】
　電光変換部３０４は、電光変換特性情報がタイプ情報であるときは、伝送ビデオデータ
に対して、そのタイプ情報で指定されたタイプの電光変換特性の曲線に基づいて電光変換
を行う。図１４は、電光変換特性の一例を示している。「HDR:Type 1」の曲線は、０～Ｖ
１まではレガシーのガンマ特性と互換性を持つ。「HDR:Type 2」の曲線は、０～Ｖ２まで
はレガシーのガンマ特性と互換性を持つ。さらに、「HDR:Type 3」の曲線は、０～Ｖ３ま
ではレガシーのガンマ特性と互換性を持つ。なお、電光変換部３０４で選択し得る光電変
換特性は、これらの３つに限定されるものではない。
【００７６】
　また、電光変換部３０４は、電光変換特性の情報が電光変換特性の曲線を求めるための
パラメータであるときは、伝送ビデオデータに対して、そのパラメータで求められた電光
変換特性の曲線に基づいて電光変換を行う。この場合、連鎖するレベルマッピング・カー
ブの変化箇所の座標データがパラメータとして与えられるので、この座表位置、あるいは
その近傍を通過するように、電光変換特性の曲線を求める。そして、電光変換部３０４は
、この電光変換特性の曲線に基づいて電光変換を行う。
【００７７】
　なお、このように、パラメータで電光変換特性の曲線を求める際に、パラメータと共に
表示可能な最大レベル情報に基づいて求めることで、出力ビデオデータの最大レベルを表
示可能な最大レベル情報に制限することも可能である。図１５は、電光変換特性の一例を
示している。「HDR:Type 1」の曲線および「HDR:Type 1´」の曲線はいずれも０～Ｖ１ま
ではレガシーのガンマ特性と互換性を持っているが、「HDR:Type 1」の曲線の最大レベル
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がＳ´ｗであるのに対して、「HDR:Type 1´」の曲線の最大レベルは、表示可能な最大レ
ベルであるＳ´ｗ２に制限されている。
【００７８】
　また、「HDR:Type 2」の曲線および「HDR:Type 2´」の曲線はいずれも０～Ｖ２までは
レガシーのガンマ特性と互換性を持っているが、「HDR:Type 2」の曲線の最大レベルがＳ
´ｗであるのに対して、「HDR:Type 2´」の曲線の最大レベルは、表示可能な最大レベル
であるＳ´ｗ２に制限されている。さらに、「HDR:Type 3」の曲線および「HDR:Type 3´
」の曲線はいずれも０～Ｖ３まではレガシーのガンマ特性と互換性を持っているが、「HD
R:Type 3」の曲線の最大レベルがＳ´ｗであるのに対して、「HDR:Type 3´」の曲線の最
大レベルは、表示可能な最大レベルであるＳ´ｗ２に制限されている。
【００７９】
　図１３に示す表示装置３００の動作を簡単に説明する。ＨＤＭＩ受信部３０３では、セ
ットトップボックス２００から、ＨＤＭＩ端子３０２を介して、伝送ビデオデータと、こ
の伝送ビデオデータの所定単位（例えば、シーン単位、番組単位など）毎の電光変換特性
情報が受信される。電光変換特性情報は、制御部３０１に送られる。また、伝送ビデオデ
ータは、電光変換部３０４に供給される。
【００８０】
　電光変換部３０４では、制御部３０１から与えられる、所定単位毎の電光変換特性の情
報に基づいて電光変換が施されて、出力ビデオデータが得られる。この場合、電光変換特
性情報がタイプ情報であるときは、伝送ビデオデータに対して、そのタタイプ情報で指定
されたタイプの電光変換特性の曲線に基づいて電光変換が行われる。また、この場合、光
変換特性情報が電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータであるときは、伝送ビデオ
データに対して、そのパラメータで求められた電光変換特性の曲線に基づいて電光変換が
行われる。
【００８１】
　電光変換部３０４で得られる伝送ビデオデータは、表示部３０５に供給される。表示部
３０５には、この出力ビデオデータによるＨＤＲ画像が表示される。
【００８２】
　上述したように、図１に示す送受信システム１０において、送信装置１００は、ビデオ
ストリームのレイヤおよびコンテナのレイヤに、伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変
換特性の情報を挿入するものである。そのため、ＨＤＲビデオデータに対して、所定単位
毎に、画像内容に応じた適切な光電変換特性を選択的に適用して光電変換を行って送信す
ることが可能となる。
【００８３】
　また、図１に示す送受信システム１０において、表示装置３００は、セットトップボッ
クス２００から受信された伝送ビデオデータに、この伝送ビデオデータの所定単位毎の電
光変換特性の情報に基づいて電光変換を施して、出力ビデオデータを得るものである。そ
のため、送信装置１００で光電変換される前のＨＤＲビデオデータを再現でき、ＨＤＲ画
像の良好な表示が可能となる。
【００８４】
　また、図１に示す送受信システム１０において、表示装置３００は、電光変換特性情報
が電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータである場合、そのパラメータと共に、表
示可能な最大レベル情報に基づいて電光変換特性の曲線を求めることで、電光変換部３０
４からの出力ビデオデータの最大レベルを表示可能な最大レベル情報に制限できる。その
ため、表示部（ディスプレイ）３０５において白潰れなどを発生させることなくＨＤＲ画
像を良好に表示さえることができる。
【００８５】
　また、図１に示す送受信システム１０において、セットトップボックス２００は、伝送
ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性情報を、伝送ビデオデータのブランキング期間
に挿入して、表示装置３００に送信するものである。そのため、電光変換特性情報を、伝
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送ビデオデータに対応付けて送ることを容易に実現できる。
【００８６】
　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態においては、ビデオストリームのレイヤおよびトランスポートス
トリーム（コンテナ）のレイヤに電光変換特性情報を挿入する例を示したが、いずれか一
方のみに電光変換特性情報を挿入する構成であってもよい。また、一連のパーセント値を
明るさ１００cd/m2 を１００％とし、その基準に対する相対値として扱っているが、必ず
しもこれに固定しなくてもよい。基準の１００％を１００cd/m2 以外の明るさと設定して
もよい。その場合は、cd/m2の値とパーセントとの関連付けが別途必要になる。
【００８７】
　また、上述の実施の形態においては、送受信システム１０が、送信装置１００、セット
トップボックス２００および表示装置３００で構成されているものを示した。しかし、図
１６に示すように、送信装置１００と、表示部を備える受信装置２００Ａで構成される送
受信システム１０Ａも考えられる。
【００８８】
　図１７は、受信装置２００Ａの構成例を示している。この図１７において、図１０、図
１３と対応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。この受信装置
２００Ａは、制御部２０１Ａと、受信部２０２と、システムデコーダ２０３と、ビデオデ
コーダ２０４と、電光変換部３０４と、表示部３０５を有している。電光変換部３０４は
、ビデオデコーダ２０４で得られる伝送ビデデータに、制御部２０１Ａから与えられる、
所定単位毎の電光変換特性の情報に基づいて電光変換を施して、出力ビデオデータを得る
。表示部３０５は、この出力ビデオデータによるＨＤＲ画像を表示する。
【００８９】
　また、上述実施の形態においては、セットトップボックス２００と、表示装置３００と
が、ＨＤＭＩのデジタルインタフェースで接続されるものを示している。しかし、これら
が、ＨＤＭＩのデジタルインタフェースと同様のデジタルインタフェース（有線の他に無
線も含む）で接続される場合においても、本技術を同様に適用できることは勿論である。
【００９０】
　［ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨベースの送受信システム］
　また、本技術は、ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨベースの送受信システムにも適用できる。図１８
は、ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨベースの送受信システム１０Ｂの構成例を示している。この送受
信システム１０Ｂは、ＤＡＳＨストリームファイルサーバ４０１およびＤＡＳＨ ＭＰＤ
サーバ４０２に、Ｎ個の受信機４０３が、インターネット等のネット４０４を介して、接
続された構成となっている。
【００９１】
　ＤＡＳＨストリームファイルサーバ４０１は、所定のコンテンツのメディアデータ（ビ
デオデータ、オーディオデータ、字幕データなど）に基づいて、ＤＡＳＨ仕様のストリー
ムセグメント（以下、「ＤＡＳＨセグメント」という）を生成し、受信機４０３からの要
求に応じて所定ストリームのセグメントを要求元の受信機４０３に送信する。
【００９２】
　ＤＡＳＨ ＭＰＤサーバ４０２は、ＤＡＳＨストリームファイルサーバ４０１において
生成されるＤＡＳＨセグメントを取得するためのＭＰＤファイルを生成する。ＤＡＳＨ 
ＭＰＤサーバ４０２は、コンテンツマネジメントサーバ（図示せず）からのコンテンツメ
タデータと、ＤＡＳＨストリームファイルサーバ４０１において生成されたセグメントの
アドレス（url）をもとに、ＭＰＤファイルを生成する。ＤＡＳＨ ＭＰＤサーバ４０２は
、受信機４０３からの要求に応じてＭＰＤファイルを要求元の受信機４０３に送信する。
【００９３】
　ＭＰＤのフォーマットでは、ビデオやオーディオなどのそれぞれのストリーム毎にビデ
オやオーディオの符号化関連情報を記述するアダプテーションセット (Adaptation Set)
が定義され、その配下に、それぞれの属性が記述される。例えば、ＤＡＳＨセグメントに
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含まれるビデオデータが、上述実施の形態における伝送ビデオデータの符号化データに対
応し、ＨＤＲビデオデータに所定単位（例えば、シーン単位あるいいは番組単位）毎に画
像内容に応じた光電変換特性が選択的に適用されて光電変換が行われて得られたものであ
る場合、ＭＰＤファイルには、その光電変換特性に対応した電光変換特性の情報が記述さ
れる。これは、上述実施の形態におけるトランスポートストリームＴＳのレイヤへのＨＤ
Ｒデスクリプタ（HDR descriptor）の挿入に相当する。
【００９４】
　なお、この場合、ＤＡＳＨセグメントに含まれるビデオデータ（ビデオストリーム）に
は、上述実施の形態におけるビデオストリームと同様に、ビデオデータの所定単位毎の電
光変換特性の情報を挿入される。例えば、符号化方式がＨＥＶＣである場合、この電光変
換特性情報は、アクセスユニット（ＡＵ）の“ＳＥＩｓ”の部分に、ＨＤＲ ＥＯＴＦ イ
ンフォメーション・ＳＥＩメッセージ（HDR_EOTF_information SEI message）として挿入
される。
【００９５】
　ＭＰＤファイルに電光変換特性情報を記述するため、例えば、図１９に示すようなスキ
ーマを、新規定義する。「service_video:high_dynamic_range」は、ビデオ表示がＨＤＲ
（High Dynamic Range）かどうかを示す。“０”はＨＤＲでないことを示し、“１”はＨ
ＤＲであることを示す。
【００９６】
　「service_video:high_dynamic_range:eotf_compatible」は、電光変換特性に関して、
レガシーのガンマ特性と互換性があるかどうかを示す。“０”は互換性有のＨＤＲ電光変
換特性であり、レガシーのガンマ特性と部分的な互換性を持つことを示す。“１”は互換
性無のＨＤＲ電光変換特性であり、レガシーのガンマ特性との互換性はないことを示す。
“２”はレガシーのガンマ特性であることを示す。
【００９７】
　「service_video:high_dynamic_range:eotf_type」は、電光変換特性のタイプを示す。
“０”は「type_1」を示し、“１”は「type_2」を示し、“２”は「type_3」を示す。「
service_video:high_dynamic_range：compressed_peak_level」は、符号化画像データ（
伝送ビデオデータ）の最大レベルのパーセント値（１００cd//m2 を例えば１００％とし
た場合の相対値）を示す。「service_video:high_dynamic_range：number_of_mapping_pe
riods」は、連鎖するレベルマッピング・カーブの数を示す。
【００９８】
　「service_video:high_dynamic_range:compressed_mapping_level」は、レベル圧縮軸
でのレベルマッピング・カーブの変化箇所を、「compressed_peak_level」を１００％と
したパーセント値で示す。「service_video:high_dynamic_range:uncompressed_mapping_
level」は、レベル非圧縮軸でのレベルマッピング・カーブの変化箇所を、「uncompresse
d_peak_level」を１００％としたパーセント値で示す。
【００９９】
　図２０は、電光変換特性情報を含むＭＰＤファイルの記述例を示している。例えば、「
service_video:high_dynamic_range<1>」の記述から、ビデオ表示がＨＤＲ（High Dynami
c Range）であることがわかる。また、例えば、「service_video:high_dynamic_range<0>
」の記述から、レガシーのガンマ特性と互換性があるＨＤＲ電光変換特性であることがわ
かる。また、例えば、「service_video:high_dynamic_range:eotf_type<1>」の記述から
、電光変換特性のタイプが「type_2」であることがわかる。
【０１００】
　図２１は、FragmentedMP4ストリームの構成例を示している。ビデオのFragmentedMP4ス
トリームには、ビデオストリームをパケット化して得られたFragmentedMP4が含まれてい
る。FragmentedMP4の「mdat」の部分にビデオストリームの所定ピクチャ分が挿入される
。このビデオストリームには、上述実施の形態と同様に、例えば、ＧＯＰ毎に、ＨＤＲ 
ＥＯＴＦ インフォメーション・ＳＥＩメッセージ（HDR_EOTF_information SEI message
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）が挿入される。
【０１０１】
　そして、上述実施の形態と同様に、受信機４０３では、ＨＤＲ ＥＯＴＦ インフォメー
ション・ＳＥＩメッセージに含まれる電光変換特性情報あるいはＭＰＤファイルに記述さ
れる電光変換特性情報に基づいて、受信されたビデオデータに対して電光変換が施される
。これにより、例えば、送信側で光電変換される前のＨＤＲビデオデータを再現でき、Ｈ
ＤＲ画像の良好な表示が可能となる。なお、受信機４０３は、ＭＰＤファイルを予め取得
するので、その中に含まれている電光変換特性情報に基づいて、前もって電光変換部の特
性を準備しておくことも可能となる。
【０１０２】
　なお、図１８に示す送受信システム１０Ｂは、ＤＡＳＨストリームファイルサーバ４０
１で生成される所定ストリームのセグメントやＤＡＳＨ ＭＰＤサーバ４０２で生成され
るＭＰＤファイルを、ネット４０４を介して受信機４０３に送信するものである。しかし
、図２２に示すように。ＤＡＳＨストリームファイルサーバ４０１で生成される所定スト
リームのセグメントやＤＡＳＨ ＭＰＤサーバ４０２で生成されるＭＰＤファイルを、放
送局４０５から放送波に載せて受信機４０３に送信する送受信システム１０Ｃも、同様に
構成できる。
【０１０３】
　また、本技術は、以下のような構成を取ることもできる。
　（１）０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオデ
ータに光電変換を施して伝送ビデオデータを得る処理部と、
　上記伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを含むコンテナを送信
する送信部と、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報を挿入する情報挿入部を備える
　送信装置。
　（２）上記所定単位は、シーン単位あるいは番組単位である
　前記（１）に記載の送信装置。
　（３）上記電光変換特性情報は、電光変換特性のタイプを指定するためのタイプ情報で
ある
　前記（１）または（２）に記載の送信装置。
　（４）上記電光変換特性情報は、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータである
　前記（１）または（２）に記載の送信装置。
　（５）０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオデ
ータに光電変換を施して伝送ビデオデータを得る処理ステップと、
　送信部により上記伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを含むコ
ンテナを送信する送信ステップと、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報を挿入する情報挿入ステップを有する
　送信方法。
　（６）伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを含む所定フォーマ
ットのコンテナを受信する受信部を備え、
　上記伝送ビデオデータは、０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲
を持つ入力ビデオデータに光電変換を施して得られたものであり、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入されており、
　上記受信部で受信されたコンテナに含まれるビデオストリームを処理する処理部をさら
に備える
　受信装置。
　（７）上記処理部は、
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　上記ビデオストリームを復号化して上記伝送ビデオデータを得る復号化部と、
　上記復号化部で得られた上記伝送ビデオデータに、上記所定単位毎の上記電光変換特性
の情報に基づいて電光変換を施して、出力ビデオデータを得る電光変換部を有する
　前記（６）に記載の受信装置。
　（８）上記電光変換特性情報は、電光変換特性のタイプを指定するためのタイプ情報で
あり、
　上記電光変換部は、
　上記タイプ情報で指定されたタイプの電光変換特性の曲線に基づいて上記伝送ビデオデ
ータに対して電光変換を施す
　前記（７）に記載の受信装置。
　（９）上記電光変換特性情報は、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータであり
、
　上記電光変換部は、
　上記パラメータで求められた電光変換特性の曲線に基づいて、上記伝送ビデオデータに
対して電光変換を施す
　前記（７）に記載の受信装置。
　（１０）上記電光変換部で使用される上記電光変換特性の曲線は、上記パラメータと共
に、表示可能な最大レベル情報に基づいて求められ、
　上記出力ビデオデータの最大レベルは上記表示可能な最大レベル情報に制限される
　前記（９）に記載の受信装置。
　（１１）上記処理部は、
　上記コンテナに含まれるビデオストリームを復号化して伝送ビデオデータを得る復号化
部と、
　上記復号化部で得られた上記伝送ビデオデータと、該伝送ビデオデータの所定単位毎の
電光変換特性情報を、対応付けて、外部機器に送信する送信部を有する
　前記（６）に記載の受信装置。
　（１２）上記送信部は、
　上記伝送ビデオデータを、所定数のチャネルで、差動信号により、上記外部機器に送信
し、
　上記電光変換特性の情報を上記伝送ビデオデータのブランキング期間に挿入することで
、該電光変換特性情報を上記外部機器に送信する
　前記（１１）に記載の受信装置。
　（１３）受信部により、伝送ビデオデータが符号化されて得られたビデオストリームを
含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信ステップを有し、
　上記伝送ビデオデータは、０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲
を持つ入力ビデオデータに光電変換を施して得られたものであり、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入されており、
　上記受信ステップで受信されたコンテナに含まれるビデオストリームを処理する処理ス
テップをさらに有する
　受信方法。
　（１４）伝送ビデオデータと、該伝送ビデオデータに対応付けられている、該伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報を、外部機器から受信する受信部と、
　上記受信部で受信された上記伝送ビデオデータに、上記所定単位毎の上記電光変換特性
の情報に基づいて電光変換を施して、出力ビデオデータを得る電光変換部を備える
　表示装置。
　（１５）上記電光変換特性情報は、電光変換特性のタイプを指定するためのタイプ情報
であり、
　上記電光変換部は、
　上記タイプ情報で指定されたタイプの電光変換特性の曲線に基づいて上記伝送ビデオデ
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ータに対して電光変換を施す
　前記（１４）に記載の表示装置。
　（１６）上記電光変換特性情報は、電光変換特性の曲線を求めるためのパラメータであ
り、
　上記電光変換部は、
　上記パラメータで求められた電光変換特性の曲線に基づいて、上記伝送ビデオデータに
対して電光変換を施す
　前記（１４）に記載の表示装置。
　（１７）上記電光変換部で使用される上記電光変換特性の曲線は、上記パラメータと共
に、表示可能な最大レベル情報に基づいて求められ、
　上記出力ビデオデータの最大レベルは上記表示可能な最大レベル情報に制限される
　前記（１６）に記載の表示装置。
　（１８）受信部により、伝送ビデオデータと、該伝送ビデオデータに対応付けられてい
る、該伝送ビデオデータの所定単位毎の電光変換特性の情報を、外部機器から受信する受
信ステップと、
　上記受信ステップで受信された上記伝送ビデオデータに、上記所定単位毎の上記電光変
換特性の情報に基づいて電光変換を施して、出力ビデオデータを得る電光変換ステップを
有する
　表示方法。
　（１９）０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオ
データに光電変換を施して得られた伝送ビデオデータの符号化データからなるビデオスト
リームを含むコンテナを送信する第１の送信部と、
　上記ビデオストリームを受信側で取得するための情報を持つメタファイルを送信する第
２の送信部を備え、
　上記ビデオストリームおよび/または上記メタファイルに、上記伝送ビデオデータの所
定単位毎の電光変換特性の情報が挿入される
　送信装置。
　（２０）０％から１００％＊Ｎ（Ｎは１より大きい数）のレベル範囲を持つ入力ビデオ
データに光電変換を施して得られた伝送ビデオデータの符号化データからなるビデオスト
リームを含むコンテナを送信する送信部を備え、
　上記ビデオストリームのレイヤおよび/または上記コンテナのレイヤに、上記伝送ビデ
オデータの所定単位毎の電光変換特性の情報が挿入される
　送信装置。
【０１０４】
　本技術の主な特徴は、ビデオストリームのレイヤやコンテナのレイヤに、伝送ビデオデ
ータの所定単位毎の電光変換特性の情報を挿入することで、送信側では、ＨＤＲビデオデ
ータに対して、所定単位毎に、画像内容に応じた適切な光電変換特性を選択的に適用して
光電変換行うことを可能にしたことである（図９参照）。
【符号の説明】
【０１０５】
　１０，１０Ａ～１０Ｃ・・・送受信システム
　１００・・・送信装置
　１０１・・・制御部
　１０２・・・カメラ
　１０３・・・光電変換部
　１０４・・・ビデオエンコーダ
　１０５・・・システムエンコーダ
　１０６・・・送信部
　２００・・・セットトップボックス
　２００Ａ・・・受信装置
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　２０１，２０１Ａ・・・制御部
　２０２・・・受信部
　２０３・・・システムデコーダ
　２０４・・・ビデオデコーダ
　２０５・・・ＨＤＭＩ送信部
　２０６・・・ＨＤＭＩ端子
　３００・・・表示装置
　３０１・・・制御部
　３０２・・・ＨＤＭＩ端子
　３０３・・・ＨＤＭＩ受信部
　３０４・・・電光変換部
　３０５・・・表示部
　４０１・・・ＤＡＳＨストリームファイルサーバ
　４０２・・・ＤＡＳＨ　ＭＰＤサーバ
　４０３・・・受信機
　４０４・・・ネット
　４０５・・・放送局

【図１】

【図２】

【図３】
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